
1-3-4-2-1

⽝塚
下鶴

⼩才
佐藤

横井 武⽥
幾島

⼩川

原⽥

草⽥ 吉川

SUB
奥⽥・松野・梅村・福原・⼤久保

システム システム
1-4-4-2

No.5

No.9

No.8

No.12

No.6 No.4

No.13

No.7

No. 1

No.5 No.3

SUB
No.10・No.11・No.14・ No.15

2025  JAPAN FID NATIONAL TEAM International Friendship Match 2nd leg 
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【得点経過】 

後半 

２３分[⽇本]      幾島の CK を草⽥がヘディングで合わせてゴール。 

 

３８分[⽇本]      左サイドから下鶴のクロスボールを松野がヘディングで合わせてゴール。 

 

４９分[フランス]    FK のクリアボールを拾われて NO.４がミドルシュート。 

クロス数
PK

23 15
オフサイド 2 2

シュート

0

CK
FK

7 4 3
13 7 6

会場 STADE SAINTE GERMAINE ピッチ状態 天然芝
前半 0

1

1

⽇時 ２０２５年 ７⽉ １⽇２０：３０  試合形式

後半 前半

フランス代表
1 後半 1
チーム合計

⽇本代表 2
1

９０分

8
3
5
0

48
1

13
3
16
0
12
2

5
0
11
0

8
0 0 0

前半 後半
813 5



【交代】 

後半 

０分[⽇本]       IN 奥⽥   ⇔  OUT ⽝塚 

 

６分[フランス]    IN NO.11  ⇔  OUT NO.9 

             

２７分[⽇本]       IN 松野   ⇔  OUT 幾島 

 

３２分[フランス]    IN NO.10  ⇔  OUT NO.13 

             

３４分[フランス]    IN NO.14  ⇔  OUT NO.6 

 

４２分[フランス]    IN NO.15  ⇔  OUT NO.12 

    [⽇本]       IN 梅村   ⇔  OUT 奥⽥ 

 

５０分[⽇本]       IN 福原   ⇔  OUT 武⽥ 

 

 

 

ゲームコンセプト 

全員攻撃/全員守備、良い守備から攻撃へ、９０分 total の戦い 

 

攻撃コンセプト 

・中央突破(2 ⼈は DF 間突破＋３⼈コンビネーション) 

・サイド崩し(ソロ)(コンビネーション)(ニアゾーン) 

→ニア・プルバック・ファー 

・ビルドアップ 

→少ないタッチ＋パススピード(サイドチェンジ・意図的な緩急)＋サポート 

 

守備コンセプト 

・１vs１で絶対に負けない 

・前線、中盤の守備、ゴール前の守備（PA に⼊らない・２ブロックコントロール） 

・クロス対応（同⼀視・⼈をつかまえる・ボールに寄せる・GK と連携） 

・プレスバック 

 

切り替え 

・【守→攻】カウンター、１タッチパス、直線(逆サイド)に⾶び出す、インターセプトパス 

・【攻→守】状況に応じ「ゴールを守る」が優先 

 

 

 

 



ゲーム内容 

第２戦は，午後８時３０分キックオフ、１００名程度の観客が⼊った中でのナイトゲームであった。第１戦⽬

に引き続き，気温 33 度、ピッチコンディションも良好とは⾔えないで環境下で試合が⾏われた。⽇本代表はし

っかりとゴールを守りながら，状況に応じてボールを奪いにいき，中央突破やサイド攻撃を試みた。その結果，

コーナーキック・クロスボールから得点を挙げ，第１戦⽬に引き続き，集中⼒を切らすことなく全員で戦い続け、

フランス代表を２−１で下し，２連勝を飾った。 

前半、第１戦⽬とシステムを変えてきたフランスチームに対して、⽇本はしっかりとボール状況や相⼿の状態
を観ながら対応したり，仕掛けたりした。フランスは，⾃陣でボールを保持しながら背後へのロングボールやサ

イド攻撃を積極的に狙ってきたが、⽇本の連動・連携した守備により得点を奪うことができなかった。前半 1０

分、下鶴の浮き⽟に反応した⼩川がペナルティーエリア内で倒され、ファウルをもらい、ペナルティーキックを

獲得。キッカーの下鶴はのシュートは、惜しくもゴール右下に外れる。その後、フランスの攻撃が続く時間帯も

あったが、⽇本は粘り強く対応し、無失点で抑えた。 

後半、⽇本はサイド攻撃や中央突破を仕掛ける場⾯が増えるとともに、ペナルティーエリア内でのシュートも

増えた。後半 23 分、幾島のコーナーキックから、タイミング良くスペースに⾛り込んだ草⽥がヘディングシュ

ートで先制点を奪う。そして６分後の後半 29 分，相⼿のクリアーボールを回収し、⼩川から松野へパスをつな

ぎ、松野からボールを受けた横井がワンタッチで⼒を調節したパスで相⼿の背後を取り、背後を狙って⾛り込ん
だ下鶴がコントロールした際、⾶び出してきた GK の⾜が引っかかり、ペナルティーキックを獲得。キッカーは、

前半に引き続き下鶴。ゴール左を狙ったシュートは、GK の好セーブにより得点機会を阻⽌される。その９分後

の後半３８分、」アタッキングサードの左サイドでパスを受けた下鶴が絶妙なクロスボールを上げる。ペナルテ
ィーエリア内に⾛り込んだ松野が相⼿の死⾓に⼊り、冷静にヘディングシュート。照明が視界に⼊る難しい状況

であったが確実に得点し、２−０にリードを広げる。その後、フランスのコーナーキックが続く時間帯もあった

が、⽇本は体をはってゴールを守った。しかし、後半４９分、相⼿フリーキックから⽇本クリアボールを拾った

NO.4 がコントロールして、ミドルシュートを放ち、失点を許し、２−１となる。そして、アディショナルタイ

ムの９分間が終わり、試合終了となった。 


